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１．集計したトラヒック*の種類
MIC

公表されている国内
主要ＩＸのトラヒックの
うち、協力ＩＳＰ6社の
シェアは？

もとめたシェアから、ブ
ロードバンド契約者の
総トラヒック量を試算。

国内主要ＩＸ「以外」で交換されるトラ
ヒックのうち、国内ＩＳＰとのプライベー
ト・ピアリング、 トランジット、他の国内
ＩＸにおけるパブリック・ピアリングによ
り交換されるトラヒック

（注）NSPIXP、JPIX及びJPNAP
（IX：インターネットエクスチェンジ）

Ｂ１Ｂ１ 国内主要国内主要IXIXで国内ＩＳＰと交換されるトラヒックで国内ＩＳＰと交換されるトラヒック

Ｂ２Ｂ２ 国内主要ＩＸ以外で国内ＩＳＰと交換されるトラヒック国内主要ＩＸ以外で国内ＩＳＰと交換されるトラヒック

Ｂ３Ｂ３ 国外ＩＳＰと交換されるトラヒック国外ＩＳＰと交換されるトラヒック

Ａ２Ａ２ その他の契約者（ダイヤその他の契約者（ダイヤ
ルアップ、専用線、データセンルアップ、専用線、データセン
ター）のトラヒックター）のトラヒック

Ａ１Ａ１ ブロードバンド（ＤＳＬ，ブロードバンド（ＤＳＬ，
ＦＴＴＨ）契約者のトラヒックＦＴＴＨ）契約者のトラヒック

(*)１日の平均トラヒックの月平均
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（１）Ａ．契約者別のトラヒック（協力ISP6社）

２．集計及び試算結果（１）
MIC

■図（１）－２：ブロードバンド契約者の1週間の時間帯別トラヒックの推移（2006年5月）

１．協力ISP6社のブロードバンド契約者〔A1〕（DSL、FTTH）

のトラヒックは、2005年11月に落ち着くものの、再び増加
傾向にあり、2006年5月におけるダウンロードトラヒック
（Out）の月間平均は226.2Ｇbps。

２．ダウンロードトラヒック（Out）とアップロードトラヒック（In）
の差は増加傾向を続けている。

〔Ａ１〕ブロードバンド契約者（ＤＳＬ，ＦＴＴＨ）＜6社＞

〔Ａ２〕その他の契約者（ダイヤルアップ、専用線、データセンター）＜４社＞

Out

In
160G

■図（１）－１：契約者別のトラヒック（月間平均）の推移

（１）－１ 契約者別のトラヒック（月間平均）の推移

（１）－２ ブロードバンド契約者〔A1〕の時間帯別トラヒック
（5月平均）の推移

３．ブロードバンド契約者〔A1〕のダ

ウンロード（Out）の時間帯別トラ
ヒックの底値は約160Gbps。（2005
年5月の150Gbpsを上回る）

４．トラヒックのピークは、概ね21:00-
23:00であり、7:00-9:00が最も少な
い。週末は昼間のトラヒックが多く
なり、平日と傾向が異なる。

（＊）Ｉn はＩＳＰに流入するトラヒック、OutはＩＳＰから流出するトラヒックを示す

(Gbps)
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２．集計及び試算結果（２）

（２）Ｂ．ＩＳＰ間で交換されるトラヒック

■図（２）：〔B 〕ＩＳＰ間で交換されるトラヒック＜6社＞

１. 国内主要ＩＸ以外で国内ＩＳＰと交換するトラヒック〔B2〕は、国内主要ＩＸで国内ＩＳＰと交換するトラヒック〔B1〕

よりも多く、その差は増加する傾向にある。

２．一方で、国外ISPと交換するトラヒック〔B3〕のIn/Outトラヒック（海外に流出、海外から流入するトラヒック）は、

2005年11月に急激に増加した後、同じ割合を維持している。

（2）－１ ISP間で交換される（月間平均）の推移

（＊）Ｉn はＩＳＰに流入するトラヒック、OutはＩＳＰから流出するトラヒックを示す

MIC
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〔B１〕 国内主要ＩＸで国内ＩＳＰと交換するトラヒック
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２．集計及び試算結果（３）

（３）トラヒックの前年比（伸び率）

（＊）Ｉn はＩＳＰに流入するトラヒック、OutはＩＳＰから流出するトラヒックを示す

１. 主要ISP６社のブロードバンド契約者のトラヒック〔A1〕（DSL、FTTH）については、In（アップロード）の伸
び率は、前回発表時の伸び率よりも微増するも、Out（ダウンロード）の伸び率については低下。

２．国内主要IXで国内ISPと交換されるトラヒック〔B1〕の伸び率については、前回発表時の伸び率を維持。

３．国内主要ＩＸ以外で国内ISPと交換されるトラヒック〔B2〕の伸び率については、前回発表時の伸び率よりも

低下。

４．国外ISPと交換されるトラヒック〔B3〕の伸び率は、前回発表時の伸び率よりも低下するも、Outトラヒックで

は100％（一年で約2倍）近い伸びを維持。

■表（３）：2004年11月から2006年5月までのトラヒックの比較（伸び率）

〔A1〕

ブロードバンド契約者
（DSL、FTTH）のトラ

ヒック<6社>

〔B1〕

国内主要IXで国内ＩＳ
Ｐと交換されるトラヒッ

ク<6社>

〔B2〕

国内主要ＩＸ以外で国
内ＩＳＰと交換されるト

ラヒック<6社>

〔B3〕

国外ＩＳＰと交換される
トラヒック<6社>

〔C〕

国内主要IXで
交換されるトラ

ヒック総量

Out Out Out Out

伸び率（年率）
2005/5と2006/5の比較

28.6％ 26.9％ 38.2％ 44.5％ 29.5％ 32.9％ 70.8％ 98.3％ 40.5％

（参考）前回発表時の伸び
率2004/11と2005/11の比較

In In In In In

2005/5（Gbps） 134.5 178.3 47.9 41.6 73.3 58.4 40.1 24.1 99.1 

2006/5（Gbps） 173.0 226.2 66.2 60.1 94.9 77.6 68.5 47.8 139.2 

26.5％ 46.0％ 42.1％ 45.8％ 46.8％ 57.3％ 100.4％ 138.3％ 44.3％

MIC

〔Ａ１〕 ブロードバンド契約者（ＤＳＬ，ＦＴＴＨ）＜6社＞
〔B１〕 国内主要ＩＸで国内ＩＳＰと交換するトラヒック
〔B２〕 国内主要ＩＸ以外で国内ＩＳＰと交換するトラヒック
〔B３〕 国外ＩＳＰと交換するトラヒック
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〔Ｂ１〕
国内主要IXで国内Ｉ
ＳＰと交換されるトラ
ヒック（Out）＜6社＞

協力ISP6社の
シェア

（Ｃ÷Ｂ１より計
算）

〔A1〕
ブロードバンド契約者
（DSL、FTTH）のダウン
ロードトラヒック＜6社＞

99.1 Gbps 42.0 ％

139.2 Gbps

178.3 Gbps

226.2 Gbps43.2 ％

ブロードバンド契約者（DSL、
FTTH）のトラヒック総量（平

均）

2005年5月 41.6 Gbps 424.5 Gbps

2006年5月 60.1 Gbps 523.6 Gbps

２．集計及び試算結果（４）

（４）我が国のブロードバンド契約者のトラヒック総量の推定

１．国内主要ＩＸで交換されるトラヒック総量〔C〕のうち、国内主要IXで交換されるトラヒック〔B1〕が占める割合

を求めることにより、協力ISP6社のシェアは、43.2％と推定。

２．協力ISP6社のシェアと、協力ISP6社のブロードバンド契約者（DSL、FTTH）のトラヒック〔A1〕から、我が国

のブロードバンド契約者のダウンロードトラヒック総量を試算した結果、平均523.6Ｇbpsのトラヒックがイン
ターネット上に流通。500Gbpsを超えた。

226.2Gbps÷43.2％＝ 523.6Gbps

３．2005年5月のトラヒック総量（424.5Ｇbps）と比較して、23.3％

（1年で約1.2倍）の伸び。

■表（４）：ブロードバンド契約者（DSL、FTTH）のトラヒック総量の推移

（＊）Ｉn はＩＳＰに流入するトラヒック、OutはＩＳＰから流出するトラヒックを示す

MIC

〔C〕 国内主要ＩＸ（注）で交換されるトラヒック
〔B１〕 国内主要ＩＸで国内ＩＳＰと交換するトラヒック
〔Ａ１〕 ブロードバンド契約者（ＤＳＬ，ＦＴＴＨ）＜6社＞

(Gbps)
■図（４）：ブロードバンド契約者（DSL、
FTTH）のトラヒック総量の推移
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出典：各IXのデータを参考に作成。

国内主要ＩＸ（ＪＰＩＸ、ＪＰＮＡＰ、ＮＳＰＩＸＰ）で交換されるトラヒックの推移

（Gbps）

※ IX (Internet eXchange)：インターネット接続事業者間を相互接続する相互接続点

１日の平均トラヒックの月平均

１日のピークトラヒックの月平均

158.4Gbps(2005.11)

・JPIX   Japan Internet eXchange
（日本インターネットエクスチェンジ株式会社が運営するIX）

・JPNAP   Japan Network Access Point 
（インターネットマルチフィード株式会社が運営するIX）

・NSPIXP  Network Service Provider Internet eXchange Point
（WIDE Projectが運営するIX）

139.2Gbps(2006.5)

192.9Gbps(2006.5)

MIC

99.1Gbps(2005.5)

132.0Gbps(2005.5)

115.9Gbps
(2005.11)
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